






3. 研究評価                                    3.2. 気象研究所評価委員会 

（２）分科会長挨拶 
（３）事前評価資料の説明・質疑応答 
（４）今後の予定について 
（５）その他 
 

事前評価 

 緊急地震速報高度化のための震度等の予測の信頼性向上技術の開発については、社会的

要請及び緊急性が高いので研究期間の短縮を行い、実施すべきとの評価をいただいた。そ

の他 5 課題は計画の修正は必要なく、実施すべきとの評価をいただいた。 
 

 
評価委員会（地球環境・気候分科会） 

日 時： 平成 21 年 2 月 3 日（火） 10:30～16:30 
場 所： 東京管区気象台 第一会議室 
出席者： 
（評価委員） 
  田中正之 委員長、蒲生俊敬 委員、田中 佐 委員、中島映至 委員、松山優治 委員 
 
（気象研究所） 
  気象研究所長、企画室長、研究評価官、予報研究部長、気候研究部長、物理気象研究部

長、環境・応用気象研究部長、海洋研究部長、地球化学研究部長、他関係官 
 
議事次第 
（１）気象研究所長挨拶 
（２）評価委員長挨拶 
（３）事前評価資料の説明・質疑応答 
（４）今後の予定について 
（５）その他 
 

事前評価 

 全球大気海洋結合モデルを用いた季節予測システムの開発、海洋環境の予測技術の開発、

IPCC に関わる地球温暖化予測に関する研究、等の 10 課題について評価を行い、いずれ

も計画の修正は必要なく、実施すべきとの評価をいただいた。 
 
 

 

 

 

4. 刊行物・主催会議等                                      4.1. 刊行物 

 

４．刊行物・主催会議等 

 
気象研究所の研究成果は、気象庁の業務に活用されるほか、研究所の刊行物、研究成果発表会などを

通じて社会に還元している。 
また、関連する学会や学会誌などで発表することにより、科学技術の発展に貢献している。 

 

４.１.刊行物 

 

気象研究所研究報告（Papers in Meteorology and Geophysics） 

 研究成果の学術的な公表を目的とした季刊の論文誌(ISSN 0031-126X)。 
 気象研究所職員及びその共同研究者による原著論文、短報及び総論（レビュー）

を掲載している。主な配布先は、国の内外の研究機関・大学、気象官署などで、

国立国会図書館でも閲覧することができる。 
平成 17 年度からは 独立行政法人 科学技術振興機構が運営する科学技術情

報発信・流通総合システム“J-STAGE”に登録し、オンライン発行とした。 
J-STAGE URL: http://www.jstage.jst.go.jp/browse/mripapers 

 平成 20 年度は第 59 巻として計 1 冊を発刊し、次の論文を掲載した。 
 

第 59 巻 
・H. Matsueda, T. Machida, Y. Sawa, Y. Nakagawa, K.Hirotani, H. Ikeda, N. Kondo and K. Goto: 

Evaluation of atmospheric CO2 measurements from new flask air sampling of JAL airliner 
observations 

・Hiromasa Yoshimura and Seiji Yukimoto: Development of a Simple Coupler (Scup) for Earth 
System Modeling 

・Hisayuki Y. Inoue, Yuusuke Fukazawa, Hiroshi Tanimoto, Hidekazu Matsueda, Yousuke Sawa 
and Akira Wada: Atmospheric CO2 and O3 observed on Rishiri Island from December 2006 to 
March 2007 

・山本哲也, 高木朗充, 福井敬一, 大和田毅: 安達太良山の火山活動の総合的観測と推定される熱水

活動 
・山崎明, 青木重樹, 吉田康宏, 小林昭夫, 勝間田明男, 阿部正雄, 森脇健, 大河原斉揚, 長田芳一, 
松岡秀俊, 吉田知央, 関谷博, 新納孝壽, 平松秀行: 海底地震計を用いた 2004 年紀伊半島南東沖

の地震の余震観測 
・高山寛美: 沖合と沿岸の津波の最大波高の統計的関係 
・Naoko Kitabatake: Extratropical Transition of Typhoon Tokage (0423)and Associated Heavy 

Rainfall on the Left Side of Its Track over Western Japan 
  

気象研究所技術報告（Technical Reports of the Meteorological Research 

Institute） 

 研究を行うなかで開発された実験方法や観測手法などの技術的内容や研究の結

果として得られた資料などを著作物としてまとめることを目的とした刊行物

(ISSN 0386-4049)。主な配布先は、国立国会図書館、国内の研究機関・大学、気

象官署などで、気象研究所ホームページ（http://www.mri-jma.go.jp/）でも閲覧

�－ 204 －




